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コミュニケーションの態度
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Whole Parson Care の過程
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Whole Parson Care の特有の目標：
苦悩を和らげること

第１段階 診断を明らかにする

Clarify the Diagnosis

患者から病気を切り離し、一人の人間
として問題がないと伝えること

第２段階 患者の視点から予後を明らかに
する

Clarify the Prognosis: 
The Patient’s Perspective

「患者は何を脅威と感じているのか」
を確認し、「将来、どうなっていく
か」を正確に判断

第３段階 病気を治療する

Treat the Disease

患者と共に治療方針に関する話し合い
に労力を惜しまない

第４段階 癒しの関係を築く

Create a Healing Relationship

一人の人間として大切にされる支援が
常に必要である
癒しの過程において患者が変化し成長
するために支援を必要としている



役割理論＞病人役割・医師役割

病人役割 医師役割

権利 通常期待されている役割の免除 患者の身体に触れたり私的な情報を獲
得したりする

自らの力で回復することを要請さ
れず、病気に対する責任が問われ
ない

患者が医師を比較することを禁じるこ
とと通して、信頼を確保する

義務 回復しようとする 自己利益ではなく患者の健康回復を優
先させる

医師の援助を求め、医師に協力す
る

専門知識と技術を習得し更新し続ける

Parsons（1978）による理論
病気になると、通常期待されている役割を果たすことができなくなる。
病人は、単に普通の役割を遂行することを免除されるだけでなく、病人と
して果たすべき役割が新たに付与される。

飯田淳子、錦織宏．医師・医学生のための人類学・社会学．ナカニシヤ出版
池田光穂．病気になることの意味タルコット・パーソンズの病人役割の検討を通して．Communication-Design 2014. 10:1-21



医師の役割、Aさんの役割
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自己覚知に基づく自己ケアのモデル

Tom A. Hutchinson. 恒藤暁訳.  Whole Person care 新たな全人的ケア 医療と教育のパラダイムシフト

医療従事者の
関わり

患者の苦悩

職場環境

真の共感
義務としての

共感

共感疲労

燃え尽き
症候群

将来展望の
喪失

将来展望の
拡大

癒しの絆高い自己覚知低い自己覚知


